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（女）　が06
出　生　　5

（1）－昭和58年9月1日発行－江　府　町　報

／∴「．＼－＿、
l

正
し
い
乗
り
方
普
及
へ

マ
マ
さ
ん
自
転
車
大
会

正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
を
マ
ス
タ

ー
し
よ
う
と
、
八
月
二
十
一
日
、
溝
口

町
で
マ
マ
さ
ん
自
転
車
溝
口
地
区
大
会

が
行
わ
れ
、
当
町
か
ら
は
、
子
ど
も
の

国
保
育
園
、
米
沢
小
P
T
A
チ
ー
ム
が

出
場
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
五
チ
ー
ム
が
出
場
。
学
科

と
実
技
の
合
計
点
で
、
日
ご
ろ
の
勉
強
、

練
習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

マ
マ
さ
ん
選
手
た
ち
は
、
さ
す
が
に

緊
張
し
た
表
情
。
そ
れ
で
も
、
左
右
の

安
全
確
認
な
ど
、
テ
キ
パ
キ
し
た
動
作

で
見
事
な
運
転
ぶ
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
成
績
は
、
子
ど
も
の
国
保

育
園
が
優
勝
、
米
沢
小
P
T
A
が
準
優

勝
に
輝
き
ま
し
た
。

▲
真
剣
な
表
情
で
実
技
試
験
に

の
ぞ
む
マ
マ
さ
ん
た
ち

Soumu
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8
月
臨
時
町
議
会

一
億
三
百
万
円
で
契
約

米
原
分
校
新
築
工
事

八
月
四
日
、
八
月
臨
時
町
議
会
が
開
か
れ
、
町
長
提

出
の
全
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

報町府江

米
原
分
校
新
築
工
事
請
負
契
約
の

締
結江
尾
小
学
校
米
原
分
校
の
新
築
に

伴
い
、
校
舎
及
び
屋
内
体
育
館
新
築

工
事
を
、
指
名
競
争
入
札
に
よ
り
株

式
会
社
　
奥
村
組
広
島
支
店
と
契
約

（
工
事
費
一
億
三
百
万
円
）
す
る
こ

と
に
つ
い
て
承
認
す
る
も
の
で
す
。

は
場
整
備
工
事
請
負
契
約
の
締
結

農
林
業
地
域
改
善
対
策
事
業
と
し

て
、
舟
谷
地
区
は
場
整
備
工
事
を
、

指
名
競
争
入
札
に
よ
り
、
有
限
会
社

森
土
木
と
契
約
（
工
事
費
　
三
千
七

百
万
円
）
す
る
こ
と
に
つ
い
て
承
認

す
る
も
の
で
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任

八
月
十
六
日
で
任
期
満
了
と
な
る

後
任
の
委
員
に
、
田
口
茂
氏
（
江
尾
）

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

▲米原分校の敷地造成が進む

・
七
月
四
日
、
鳥
取
県
消
防
学
校
で

西
部
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
行
わ

れ
、
第
一
分
団
が
ポ
ン
プ
車
軽
量
吸

管
積
載
車
の
部
に
出
場
し
、
み
ご
と

優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

農
　
林

・
七
月
二
十
日
か
ら
二
日
間
、
江
府

町
で
中
国
四
国
自
然
休
養
村
推
進
協

議
会
総
会
及
び
現
地
研
究
会
が
行
わ

れ
、
中
国
四
国
自
然
体
感
村
事
業
指

定
の
市
町
村
長
、
農
林
省
、
農
政
局
、

協
議
会
本
部
ら
二
百
人
が
参
加
し
、

盛
大
に
催
さ
れ
ま
し
た
。
（
詳
細
は
別
項
）

・
七
月
十
三
日
、
七
月
期
の
仔
牛
せ

り
市
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
五
月
期

に
比
べ
て
総
平
均
四
万
四
千
円
高
値

で
し
た
。
本
町
の
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。

め　 す 去勢牛 計

出　　 頭
・≡

3 0 5 1 8 1

売 買金額
千円

7、090 11 ，568 18，658

1 頭当 り

平均価格

千円
236 22 6 230

5 月期 と

の 比 較

千円
49 4 1 44

準
攣
欒
準
準
票
禁
禁
慧
莞
憲
遥
遠

…
町
政
の
う
こ
き

八
月
臨
時
町
議
会
に
お
け
る
井
上
町

長
の
行
政
報
告
か
ら
、
そ
の
主
な
も
の

拭
燕
稟
議
遺
託
莞
照
準
減
黙
揃
謹
違
憲

総
　
務

・
六
月
二
十
六
日
、
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
が
行
わ
れ
、
町
の
投
票
率
は

八
五
・
七
三
雷
で
県
下
二
番
目
で
し

た
。
ま
た
、
当
日
有
権
者
は
三
、
九

九
五
人
、
投
票
総
数
三
、
四
二
五
人

で
し
た
。

・
引
続
き
実
施
し
て
お
り
ま
す
行
政

座
談
会
を
七
月
四
日
乗
尾
地
区
、
七

月
九
日
尾
上
原
地
区
、
七
月
三
十
日

宮
市
原
地
区
で
行
い
、
地
元
の
要
望

意
見
を
聴
き
、
行
政
の
立
場
か
ら
具

体
的
な
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

行
政
推
進
の
原
点
と
し
て
今
後
も
引

続
き
行
い
た
い
。

・
七
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
展
開
さ

れ
、
本
町
に
お
い
て
も
、
一
般
の
協

力
を
得
て
街
頭
啓
発
、
町
広
報
車
に

よ
る
町
内
巡
回
啓
発
指
導
を
ど
行
い

ま
し
た
。
今
後
も
一
層
の
安
全
啓
発

を
行
い
た
い
。

ト
町
交
通
安
全
母
の
会
の
協
力
で

街
頭
啓
発

⑳

観
光
商
工

・
七
月
七
日
、
岡
山
県
奥

津
町
で
町
観
光
協
会
定
期

総
会
が
行
わ
れ
、
前
年
度

事
業
報
告
、
決
算
及
び
本

年
度
事
業
計
画
、
予
算
が

審
議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

教
　
育

・
八
月
一
日
、
町
婦
人
団

体
連
絡
協
議
会
発
足
十
周

年
記
念
大
会
が
行
わ
れ
、

協
議
会
の
努
力
目
標
と
申

し
合
せ
事
項
を
決
議
し
、

意
議
あ
る
記
念
大
会
が
を

さ
れ
ま
し
た
。
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200人が出席

中国四国自然休養村協議会

報

▲中国四国自然休養村協議会の総会

Tm
P府江

七
月
二
十
、
二
十
一
日
の
二
日
間
、
土

井
之
内
会
館
で
、
中
、
四
国
九
県
か
ら

自
然
休
養
村
指
定
五
十
一
市
町
村
の
町

村
長
や
担
当
者
ら
約
二
百
人
が
出
席
し

中
国
四
国
自
然
休
養
村
協
議
会
（
会
長

井
上
町
長
）
　
の
五
十
八
年
度
総
会
と
現

地
研
究
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
三
つ
の
分
科
会
に
分
か

れ
、
自
然
休
養
村
事
業
が
抱
え
て
い
る

問
題
点
と
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
討

議
し
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
二
十
一
日
は
、
現
地
研
究
会

が
行
わ
れ
、
自
然
休
養
村
事
業
で
つ
く

ら
れ
た
笠
良
原
の
大
根
畑
、
農
林
水
産

物
処
理
加
工
所
を
ど
町
内
の
事
業
の
実

情
を
見
学
し
て
回
り
ま
し
た
。

自
然
休
養
村
事
業
は
、
農
山
漁
村
の

す
ぐ
れ
た
自
然
環
境
を
持
っ
た
全
国
市

町
村
の
特
産
に
応
じ
、
観
光
農
林
漁
業

を
組
織
的
に
計
画
的
に
す
す
め
、
国
民

に
健
全
を
自
然
環
境
と
産
物
を
提
供
し

な
が
ら
農
林
漁
業
の
振
興
と
地
域
開
発

を
計
る
農
林
水
産
省
の
重
点
政
策
の
一

憩
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
場
に

江
府
町
は
、
四
十
七
年
か
ら
五
十
二

年
ま
で
二
億
六
千
八
百
万
円
を
か
け
、

下
表
の
と
お
り
整
備
・
建
設
。
ま
た
、

五
十
四
年
に
は
、
自
然
休
養
村
整
備
事

業
の
一
環
と
し
て
「
緑
の
村
整
備
事
業
」

で
一
億
八
千
万
円
を
か
け
て
、
全
天
候

型
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
探
勝
路
を
ど
整
備

し
、
四
季
を
通
じ
て
旅
情
豊
か
な
自
然

を
心
ゆ
く
ま
で
満
喫
出
来
る
環
境
づ
く

り
に
力
を
い
れ
て
い
ま
す
。

自然休養村整備事業
事　　　 業　　　 名

（む 畑 わさび園
② 農林業資料館 （庄屋）

（参 植樹等景観施設

④ 自然体尊村管理セ ンター （鴬茶屋）

（9 釣　 り　堀

（診 きのこ園

（う 農林特産物直売所
⑧ 自然休養村農道

（9 高原野菜園

⑲ 農産物集出荷所

⑪ 農林水産物処理加工所

⑫ かまこしき渓谷

⑩ 花　 木 園
⑭ 全天候型テニスコー ト
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江　　府　　町　　報

▲完成を祝い祝賀会

振
橋
（
よ
ぶ
り
は
し
）
が
完
成
し
、

盛
大
に
完
成
式
と
渡
り
初
め
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
日
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
行

わ
れ
た
完
成
式
に
は
、
県
知
事
代
理

の
石
黒
光
照
土
木
部
次
長
、
松
本
幸

市
溝
口
署
長
ら
約
一
五
〇
人
が
出
席
。

神
事
の
あ
と
、
石
黒
土
木
部
次
長
と

井
上
町
長
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、

出
席
者
全
員
が
渡
り
初
め
を
し
ま
し

た
。
続
い
て
、
橋
と
国
道
一
八
一
号

線
の
交
差
点
の
半
感
応
式
信
号
機

に
、
松
本
溝
口
署
長
が
点
灯
を
し
ま

し
た
。
完
成
し
た
橋
は
、
橋
長
九
二
二
ハ

㍍
、
全
幅
一
〇
二
一
五
㍍
、
車
道
六
・

五
〇
㍍
、
歩
道
二
・
五
〇
㍍
で
、
ポ

町
長
日
誌

＊
7
月

1
日
働
庁
内
会

2
日
出
町
俳
句
入
会

4
日
㈱
栗
尾
行
政
座
談
会

5
日
㈹
米
沢
財
産
区
会
（
美
保
ノ

関
）
、
明
徳
学
園
研
修

（
大
山
町
）

6
日
0
0
県
市
町
村
行
政
懇
談
会

（
米
子
）

7
日
㈲
町
観
光
協
会
総
会
（
岡
山

県
奥
津
）

8
日
励
俣
野
川
発
電
所
建
設
所
新

旧
両
所
長
あ
い
さ
つ
来
庁
、

町
青
少
年
育
成
会
議
総
会

9
日
出
尾
上
原
行
政
座
談
会

10
日
㈲
解
放
同
盟
西
部
地
区
青
年

部
野
球
大
会
（
江
府
町
）

阿
弥
陀
堂
落
慶
式

11
日
㈲
西
部
町
村
長
会
（
米
子
）

12
日
㈹
町
同
和
教
育
推
進
協
議
会

総
会
∵
〉

1
5
日
金

16
日
出

1
7
日
㈱

18
日
㈱

1
9
日
㈹

西
日
本
地
域
農
政
林
業
振

興
検
討
会
（
三
朝
）

中
電
俣
野
川
発
電
所
建
設

所
転
任
者
送
別
会

米
原
分
校
新
築
工
事
入
札

郡
民
体
育
大
会
（
日
南
町
）

消
防
ポ
ン
プ
操
法
検
閲
、

国
保
運
営
委
員
会

農
林
水
産
省
構
造
改
善
局

⑳
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ス
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式
P
C
T
け
た
橋
。

県
が
昭
和
五
十
六
年
度
か
ら
総
事
業

費
二
億
二
五
〇
万
円
で
行
っ
て
い
た

も
の
で
す
。

橋
名
と
な
っ
た
「
夜
振
」
は
、
別

項
の
語
源
で
井
上
町
長
が
自
ら
命
名

さ
れ
た
も
の
で
す
。

橋
名
夜
振
橋
（
よ
ぶ
り
は
し
）

江　　府　　町　　報

▲完成した夜振橋

ト架橋前の夜振橘

「
夜
振
」
の
語
源
は
「
松
明
を
振
り
廻
す
」
こ

と
で
「
火
振
」
が
源
語
の
如
く
で
あ
る
。

夜
川
に
、
松
明
、
か
ん
て
ら
、
を
ど
を
振
り
廻

し
、
魚
を
追
い
詰
め
る
こ
と
を
漁
法
と
し
て
伝
承

さ
れ
、
更
に
は
網
を
打
っ
た
り
、
曳
い
た
り
、
掬

う
た
り
、
石
を
探
っ
て
廻
っ
た
り
な
ど
、
折
柄
夜

の
更
け
る
の
も
忘
れ
て
、
友
が
ら
同
志
、
父
子
家

族
づ
れ
な
ど
、
夜
振
は
、
ふ
る
里
の
川
な
ら
で
は

の
、
夏
の
夜
の
楽
し
い
人
生
の
思
い
出
で
あ
り
、

水
系
の
風
物
詩
で
あ
り
、
民
俗
史
で
も
あ
る
。

今
、
大
は
ん
ぎ
き
（
半
裂
）
、
の
棲
ん
だ
と
伝

え
ら
れ
る
。

あ
み
が
淵
（
え
ひ
み
が
淵
）
、
の
下
流
入
江
の

淵
、
に
架
か
る
新
橋
に
そ
の
名
を
と
ど
め
、
ふ
る

里
の
川
と
里
人
の
達
者
の
碑
と
し
伝
え
ん
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

夜
振
の
句
二
、
三

雨
後
の
月
誰
ぞ
や
夜
振
の
殿
白
き

蕉
　
相

席
の
上
夜
振
の
獲
物
分
ち
け
り

虚
　
子

夜
振
火
を
持
っ
た
小
才
の
利
く
子
か
な黄
　
昏

20
日
㈹

～21
日
㈹

2
2
日
励

2
3
日
出

2
4
日
㈲

2
5
日
㈲

2
6
日
㈹

2
6
日
～
㈹

2
9
日
働

3
0
日
出

3
1
日
㈱

来
庁
中
国
四
国
自
然
休
養
村
協

議
会
現
地
研
究
会
（
江
府

町
）
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

会
議
（
倉
吉
市
）

江
尾
十
七
夜
実
行
委
員
会
、

町
監
査
委
員
会
、
下
蚊
屋

役
員
来
庁

西
部
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大

会
（
米
子
）

南
山
会
総
会
（
甘
酒
）

山
陰
少
年
軟
式
庭
球
選
手

権
大
会
（
中
学
校
の
部
）

西
部
町
村
長
会
行
政
視
察

（
長
野
）

宮
市
原
行
政
座
談
会

西
部
消
防
総
合
演
習
（
江

府
町
）
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江　　府　　町　　報

進む地域環境整備

7
0
霊
が
完
成

電
源
交
付
金
事
業

昭
和
五
十
五
年
三
月
俣
野
川
発
電
所
の
建
設
認
可
に
よ

っ
て
電
源
三
法
交
付
金
制
度
の
適
用
を
受
け
、
総
額
十
一

億
五
千
二
百
万
円
の
交
付
金
事
業
枠
を
取
得
し
、
昭
和
五

十
五
年
度
か
ら
地
域
環
境
の
整
備
を
は
か
る
た
め
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
が
昭
和
五
十
七
年
度
未
で
、
七
十
霊
の
事

業
が
完
成
し
ま
し
た
。

昭
和
五
十
七
年
度
の
事
業
と
し
て
、
他
の
国
の
制
度
事

業
も
一
部
併
用
し
次
の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

▲新道集会所

▲町道尾上原線

昭 和 5 7 年 度 電 源 交 付 金 事 業　　　　　　　　　　 （単位 千円）

事　 業　名 事　 業　量 事業費

左　 の　財　 源　 内　訳

事　 業　 名 事　 業　量 事業費

左　 の　財　 源　 内　訳

電 源
交付金
鮎 塁
町　 債
一 般
財 源

要付翌 鮎 豊 町　 債 一 般財 源

町道尾上原線
∠＝373．6m

W ＝3．0 39，404 38，900 504 武庫集会所 鉄骨2階211．9m† 40，443 15，069 16，322 9．052

農道金山線 ∠＝520m
W ＝3．0m 4．738 3，490 1，125 123 新道集会所 鉄骨2階207．22m†31，231 15，370 15，736 125

農道五明線 ∠三＝502m
W ＝2．6～3．0m 5，452 5，350 102 尾上原水路 ∠＝190m 3，273 2，744 529

農道飯の山線
∠＝345m

W ＝3．0m 3，394 3．300 94
　　 旦
防火水そう

40nf級／基 4．601 1，958 2，396 247

農道五王山線 ∠＝200m
W ＝3．0m 12．984 11．319 1，665

池　 の　 内
児童遊園地

245：ポ 6，591 6，440 151

林道寺谷線 ∠＝810m
W ＝3．0m 6．726 5，050 1，Ⅶ0 176

町脚 梢懲

新 築工 事

鉄筋2階

4，171，53n7

56・57年度継続

525，003

6鮮度）

157，996

00．000

（5時度）

41．000

148，800

（56年度）

87，200

176，203

66年度）

29，796
斯 道 地 区
有 線 放 送 42戸 2．461 2，300 161

半ノ上集会所 木造平屋107．05nf 12，940 10，900 2．040 合　　 計 14件 699，241 22，190 37．079 148，800 191，172
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25帝が出場

町畜産品評会

江　　府　　町　　報

▲畜産振興と飼養技術、品質向上を図るため
毎年行われている。

⑳

県
で
は
次
の
と
お
り
そ
れ
ぞ
れ
採
用
試
験
を

行
い
ま
す
。
受
験
希
望
者
は
、
九
月
十
七
日
ま

で
に
次
の
と
こ
ろ
に
申
込
ん
で
下
さ
い
。

鳥
取
市
東
町
一
丁
目

鳥
取
県
人
事
委
員
会
事
務
局

（
電
話
　
口
釜
七
－
美
－
蓋
妻
）

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
申
込
用
紙
請
求

先
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

棚
銅
銅
開
初
級

昨
警
察
官
採
昌
等
験
焉
…

●
試
験
日
　
九
月
二
十
五
日
（
日
）

●
試
験
場
所
　
鳥
取
西
高
等
学
校

米
子
西
高
等
学
校

●
受
験
資
格
、
採
用
予
定
者
数

8月3日、旧江尾家畜市場で第30回町畜産
品評会が行われ、町内の畜産農家から和牛19
頭、乳牛11頭の計23頭が出場しました。
成績は次のとおりです。

和牛の部　　（敬称略、順序不同）
1等賞

細田和三（江尾）　佐々木詔男（洲河崎）
加藤修（日ノ譜）　長岡よしゑ（富市）　清
水和親（吉原）　加藤光寿（池ノ内）　下垣
武（美用）　川上正昭（小原）

2等賞

篠田工（小江尾）　砂口一正（吉原）　清
水順（袋原）　梅田信一（下蚊屋）　川上正
昭（小原）　田口茂（江尾）　片山辰雄（宮
市原）　谷口滝夫（小原）　千藤喜代治（大
河原）　北村隆雄（助沢）

乳牛の部
1等賞

清水要範（吉原）　末次求（乗尾）
2等賞

原田永保（宮市）　末次求（乗尾）

試験

区分

採 用 予 定 者 数

受　　 験　　 資　　 格鳥
取
県

警
視■
庁

京
都
府

大
阪
府

兵
庫
県

警 約

4 都府 県 で

学校教育法による大学
（短期大学を除．く。） 昭和31年4 月2日から

寮
12

若しくはこれに準ずる
学校を卒業した名文は 昭和37年4 月1日まで日

（A ） 名 昭和59年3 月31［ほ で に生まれた男子
合 計約 20 名 に卒業見込みの者

警
察
官
（B ）

約

13
名

上記以外の壱
昭和31年4 日2日から

昭和41年4 月1日まで
に生まれた男子

●
受
験
手
続

申
込
用
紙
請
求
先

○
鳥
取
県
人
事
委
員
会
事
務
局

○
鳥
取
県
警
察
本
部
警
務
部
警
務
課

鳥
取
市
東
町
一
丁
目

（
電
話
　
宍
宅
l
ヨ
T
O
≡
）

○
町
役
場
総
務
課

度
鳥
取
県
交
通
巡
視
員

的
採
用
試
験
受
験
案
内

●
試
験
日
　
十
月
十
六
日
（
目
）

●
試
験
場
所
　
鳥
取
西
高
等
学
校

米
子
西
高
等
学
校

●
受
験
資
格
　
昭
和
三
十
七
年
四
月

二
日
か
ら
昭
和
四
十
一
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
女
子

●
採
用
予
定
者
数
　
　
約
六
人

●
職
務
の
内
容
　
歩
行
者
の
安
全
の

確
保
、
停
車
又
は
駐
車
の
規
制

の
励
行
及
び
道
路
に
お
け
る
交

通
の
安
全
と
円
滑
に
か
か
る
そ

の
他
の
指
導
に
関
す
る
業
務
に

従
事
し
ま
す
。

●
受
験
手
続

申
込
用
紙
請
求
先

○
鳥
取
県
人
事
委
員
会
事
務
局

○
町
役
場
総
務
課

●
試
験
日
　
十
月
十
六
日
（
日
）

●
試
験
場
所
　
鳥
取
西
高
等
学
校

米
子
西
高
等
学
校

●
受
験
資
格
　
昭
和
三
十
七
年
四
月

二
日
か
ら
昭
和
四
十
一
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

●
採
用
予
定
者
数
、
職
務
の
内
容

試験の区分 採 用 予
定 音 数

職　　 務　　 の　　 内　　 容

一般事務A 若 干 名
知事部局、教育委n 含、警察本部等の本庁又は出先機榔 二勤精し．一般の事務
又は葵精に従事します。

「股事務 B 約 10 名
知事部局、教育委貝合、警察本部等の本庁又は出先機関に勤務し、一般の事務
又は業務に従事しますが、この勤務には深夜、交替制をどの変則的な勤務を含
むことがあります。

学 校 事 務
7 名 鳥取市、岩美郡、八頭郡又は気高郡に所在する市町村立′ト・中学校又は県立学

（東 部 ） 校に勤務し、学校事務に従事します。

学 校 事 務
3 名 倉吉市及び東伯郡に所在する市町村立′ト・中学校X は県立学校に勤務し、学校

（中 部 ） 諷掛 二従覆します。

学 校 事 務
6 名 米子市、墳港市、西伯都又はH 野郎に所在する市町村立小・中学校又は県立学

（西 部 ） 校に勤精し、学紹事務に従著します。

●
受
験
手
続

申
込
用
紙
請
求
先

○
鳥
取
県
人
事
委
員
会
事
務
局

○
町
役
場
総
務
課
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江
尾
十
七
夜

踊
り
の
輪
幾
重
に
も

八
月
十
六
・
十
七
日
、
恒
例
の
「
江
尾
十
七
夜
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
台
風
五
号
の
影
響
で
小
雨
が
降

っ
た
も
の
の
、
約
五
百
年
前
の
江
美
城
主
・
蜂
塚
安

房
守
が
、
町
民
と
一
夜
苦
楽
を
と
も
に
し
よ
う
と
、

か
み
し
も
を
脱
ぎ
、
城
内
を
解
放
し
て
踊
り
明
か
し

て
か
ら
、
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
あ
っ
て
、
町
内
は

む
ろ
ん
の
こ
と
、
町
外
か
ら
も
多
く
の
見
物
客
が
詰

め
か
け
ま
し
た
。

十
六
日
は
前
夜
祭
、
午
後
二
時
の
花

火
を
合
図
に
開
幕
。
商
工
会
青
年
部
の

打
ち
鳴
ら
す
江
美
城
太
鼓
と
時
代
行
列

が
町
内
を
練
り
歩
き
、
さ
ら
に
四
百
二

十
五
人
が
参
加
し
た
裏
大
山
踊
り
の
流

し
や
郡
上
踊
り
な
ど
数
多
く
が
催
さ
れ

ま
し
た
。

十
七
日
は
、
江
美
神
社
で
の
相
撲
大

会
、
夜
は
各
地
区
か
ら
参
加
し
た
仁
輪

加
や
十
七
夜
太
鼓
の
打
ち
鳴
ら
し
が
町

内
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。
午
後
九
時

半
か
ら
江
美
神
社
本
殿
で
は
下
蚊
屋
・

明
神
社
の
十
人
が
荒
神
神
楽
を
披
露
。

ま
た
、
上
之
段
広
場
で
は
十
七
夜
踊
り

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
保
存
会
か
ら
百
三

人
に
認
定
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

素
朴
を
太
鼓
の
音
に
合
わ
せ
て
踊
り
の

輪
が
幾
重
に
も
重
を
り
、
夜
が
ふ
け
行

く
の
も
忘
れ
て
老
い
も
若
き
も
踊
り
続

け
ま
し
た
。

▲西ノ島町で海水浴を楽しむ児童たち

7月25日から3日間、西ノ島町で町内

4小学校の5年生55人が参加して、臨海

学校交流会が行われ、海と山の子供たち

の親善交流と生涯に残る極めて意義ある

姉妹呵交流がなされました。

この臨海学校に参加しました児童から

便りが届きましたので紹介します。

▼
時
代
行
列

ト
十
七
夜
踊
リ

こ
の
行
事
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

は
、
久
連
山
に
浮
か
び
上

が
っ
た
「
十
七
夜
」
の

火
文
字
。
人
々
は
消

．
え
る
ま
で
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

ト
み
こ
し
も
練
り
歩
く

西
ノ
島
の
臨
海
学
校

久
木
　
美
智
子
（
下
安
井
）

七
月
二
十
五
日
月
曜
日
江
府
町
の
五
年
生
全
員
で

西
ノ
島
の
臨
海
学
校
に
行
き
ま
し
た
。
始
め
バ
ス
に

乗
っ
て
境
港
の
七
類
港
へ
行
き
ま
し
た
。
フ
ェ
リ
ー

お
き
に
乗
り
ま
し
た
。
先
生
が

「
船
の
上
の
方
に
行
っ
て
も
い
い
ぞ
止

と
い
わ
れ
た
の
で
行
っ
て
み
ま
し
た
。
隠
岐
の
近
く

に
き
た
ら
、
と
び
う
お
が
見
え
ま
し
た
。
一
番
長
く

と
び
う
お
が
と
ん
だ
の
は
約
十
五
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い

で
し
た
。
わ
た
し
は
、
と
び
う
お
は
一
メ
ー
ト
ル
ぐ

ら
い
し
か
と
は
な
い
と
思
っ
た
ら
十
五
メ
ー
ト
ル
も

と
ぶ
の
で
す
ご
い
を
あ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
海

を
ず
っ
と
見
て
い
た
ら
ド
ラ
ム
カ
ン
や
ボ
ー
ル
が
流

れ
て
い
ま
し
た
。
き
れ
い
を
お
き
の
島
に
そ
ん
を
物

が
流
れ
て
い
て
残
念
だ
を
あ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ

で
顔
を
さ
わ
っ
て
指
を
な
め
た
ら
す
こ
し
塩
か
ら
か
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▲茅の輪くぐUをする氏子たち（江美神社で）

氏
子
た
ち
が
輪
く
ぐ
り

江
美
神
社

七
月
三
十
一
日
、
江
美
神
社
で
恒
例
の
「

報丁田府江

茅
の
輪
く
ぐ
り
」
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
氏
子

た
ち
が
輪
く
ぐ
り
を
し
て
、
身
を
清
め
ま
し

た
。輪
く
ぐ
り
は
、
カ
ヤ
の
茎
葉
を
束
ね
て
作

っ
た
直
径
二
㍍
く
ら
い
の
輪
を
く
ぐ
り
、
罪

や
汚
れ
を
取
り
除
く
神
事
で
す
。
昔
か
ら
各

地
の
神
社
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は

輪
く
ぐ
り
を
行
う
と
こ
ろ
は
少
を
く
な
っ
て

い
ま
す
。

〟
蔓
ぉ
た
ず
ね
に
答
え
て

◇お尋ねします

40歳の主婦です。厚生年金に加

入していた夫が亡く在ったため、

現在遺族年金を受けています。遺

族年金だけでは生活できをいので、

国民年金からも老齢年金を受けた

いのですが、国民年金に加入でき

ますか。

◇お答えします

結論からいえば、会社をどに勤めて他

の公的年金制度の被保険者とをらか－か

ぎり、60歳にをるまで国民年金に加入で

きます。

つまり、他の公的年金の被保険者の配

偶者や年金の受給者など、現に他の公的

年金制度の被保険者や組合員と在ってい

る人以外の人は、希望すれば国民年金に

加入できるということです。こういう人

たちのことを、任意加入被保険者といい

ます。このようなことから、あをたの場

合は、ご主人が亡く在られたことにより

厚生年金から遺族年金を受けられている

ということですが、60歳になるまでに国

民年金に任意加入して保険料を納付する

ことにより、国民年金制度からも通算老

齢年金を受けることができますので、今

からでも国民年金に加入することができ

ます。

っ
た
で
す
。
つ
い
た
ら
バ
ス
に
乗
っ
て
西
ノ
島
町
立

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
行
っ
て
美
田
小
と
開
校
式
を

や
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
弁
当
を
食
べ
ま
し
た
。
今
度

は
歩
い
て
海
水
浴
場
へ
行
き
ま
し
た
。
珍
崎
二
二
度

・
浦
郷
小
と
い
っ
し
ょ
に
海
水
浴
を
し
ま
し
た
。
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
西
ノ
島
の
海
は
と
て
も
き

れ
い
だ
と
思
い
ま
し
た
。
今
度
は
き
ざ
え
取
り
を
し

ま
し
た
。
み
ん
な
一
こ
か
二
こ
取
っ
て
い
た
け
ど
わ

た
し
は
、
ぜ
ん
ぜ
ん
取
れ
な
く
て
く
や
し
か
っ
た
で

す
。
み
ん
を
は
と
れ
て
い
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

二
十
六
日
の
海
水
浴
は
黒
木
小
と
い
っ
し
ょ
に
や
り

ま
し
た
。
昨
日
よ
り
水
が
冷
た
か
っ
た
で
す
。
泳
い

で
る
う
ち
に
わ
た
し
は
、
黒
木
小
の
人
と
友
達
に
な

れ
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。
畳
か
ら
は
魚
つ
り
大
会

を
美
田
小
と
や
り
ま
し
た
。
わ
た
し
は
小
さ
い
魚
が

一
び
き
つ
れ
ま
し
た
。
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
夜
の

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、
最

後
に
み
ん
な
で
火
を
持
っ
て
歌
っ
た
こ
と
で
す
。
す

こ
し
火
が
こ
わ
か
っ
た
け
ど
い
い
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
。
夜
の
海
は
、
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。
二
十

七
日
は
、
二
十
五
日
に
で
き
な
か
っ
た
国
賓
の
観
光

を
し
ま
し
た
。
波
が
高
く
て
船
で
行
く
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
バ
ス
で
国
賀
の
観
光
を
し

ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
船
で
観
光
が
で
き
な
く
て
残

念
で
し
た
。
国
賓
の
海
岸
は
岩
が
と
て
も
多
い
所
で

し
た
。
今
度
は
、
別
府
港
へ
行
っ
て
黒
木
小
と
閉
校

式
を
し
ま
し
た
。
別
れ
る
時
、
黒
木
小
の
人
た
ち
が

テ
ー
プ
を
な
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
船
は
と
て
も
ゆ
れ

て
た
い
へ
ん
で
し
た
。
わ
た
し
は
、
よ
っ
て
し
ま
う

の
で
ね
ま
し
た
。
行
き
と
帰
り
の
船
は
ゆ
れ
方
が
ぜ

ん
ぜ
ん
ち
が
う
を
あ
と
思
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、

西
ノ
島
へ
行
っ
て
た
く
さ
ん
の
い
い
思
い
出
が
で
き

て
よ
か
っ
た
で
す
。
ま
た
大
き
く
在
っ
た
ら
も
う
一

度
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
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貝
田
　
森
田
　
麻
衣

小
江
尾
土
居
　
洋
平

御
机
　
林
　
　
弘
一

武
庫
　
藤
原
　
　
司

御
机
　
仲
田
　
千
加

窃
結
婚
を
祝
し
ま
す

報

　

加

藤

一

夫

小
川
千
鶴
代

町
　
　
森
　
秀
輔

小
森
紀
代
子

命
令
命
令
♯
喜

入
の
動
き
（
七
月
届
）

や
命
令
帝
都
命
令

田
お
誕
生
お
め
で
と
う
重
彦
一
幸

和
敏功

千
席

三　三　長　長　長
女男　男　男　女

尾
上
原
宮
本
常
子
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

本
一
藤
田
松
男
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

本
二
　
坂
本
敏
明
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

本
一
藤
原
　
昭
殿
（
ご
本
人
梯
退
院
）

日
ノ
詰
中
尾
唯
秋
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

尾
上
原
山
本
重
油
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

柿
原
　
奥
田
勝
之
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

尾
上
原
中
尾
義
宏
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

貝
田
　
森
田
照
男
殿
（
長
女
恭
子
様
退
院
）

本助佐本
四　沢川　五

川
端
兼
一
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

住
田
玉
子
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

下
前
つ
ね
子
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

岡
田
篤
典
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

、rr■▲、j唾二．＿k・し

府
　
紺
脇
雄
掴
）

柿
原
島
根
県
連
摩
郡
か
ら

江
尾
東
京
都
台
東
区
か
ら

江
尾
島
根
県
能
義
郡
か
ら

江

田
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

新
一
清
水
　
文
子
　
8
0
歳
　
孝
薫
宅

武
庫
　
梅
林
　
澄
江
　
5
7
歳
　
晴
尊
宅

美
用
　
下
垣
　
　
誠
　
1
9
歳
　
　
稔
宅

日
ノ
詰
加
藤
　
昭
義
　
3
9
歳
　
和
恵
宅

香
典
返
し
こ
し
て

新
一
清
水
孝
薫
殿

（
母
文
子
様
ご
逝
去
）

武
庫
　
梅
林
暗
専
殿

（
妻
澄
江
様
ご
逝
去
）

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
　
江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
で

健
康
増
進

町
民
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

に
は
、
町
民
の
方
々
の
健
康
増
進
、

体
力
向
上
を
願
っ
て
、
フ
ル
セ
ッ
ト

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
が
、
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
月
号
か
ら
町
民
体
育
館
に
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
具

を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
健
康
な
体
力

を
維
持
す
る
た
め
に
も
梓
に
、
中
高

年
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
毎
日
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
週
に
二
～
三
回
、

一
回
約
一
時
間
の
時
間
で
効
果
が
あ

り
ま
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

効
　
用

・
筋
肉
の
不
必
要
を
脂
肪
が
、
減
少

し
、
体
型
を
良
く
し
ま
す
。

・
心
臓
及
び
肺
の
機
能
が
向
上
し
、

仝
芳
拐
憮
っ
き
ま
す
。

・
腱
や
靭
帯
が
強
化
さ
れ
た
り
、
関

節
の
可
動
性
が
高
ま
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
不
意
の
衝
撃
か
ら
身
を
守
る
こ

と
が
で
き
、
ケ
ガ
を
ど
を
予
防
し
ま

す
。
・
心
臓
等
が
丈
夫
に
在
る
た
め
、
そ

れ
ら
に
関
す
る
病
気
を
予
防
し
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
男
性
は
強
靭

な
体
を
、
女
性
は
美
容
の
た
め
に
、

ま
た
、
男
女
を
問
わ
ず
健
全
な
体
力

を
養
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

七
月
中
寄
託
分

内
祝
と
し
て

大
河
原
神
庭
　
勲
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

美
用
　
下
尾
理
夫
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

…
＝
善
意
銀
行
受
払
報
告
…
…
‥

L
六
月
末
累
計
額

百
四
万
八
千
二
百
三
十
七
円

2
．
七
月
中
寄
付
額
二
十
六
万
円

内
　
　
訳

香
典
返
し
　
　
六
万
円

快
気
祝
　
　
　
二
十
万
円

3
．
七
月
禾
累
計
額

百
三
十
万
八
千
二
百
三
十
七
円

◎

⑳

Soumu
四角形

Soumu
四角形


